
今
年
の
梅
雨
は
雨
の
多
い
年

で
、
九
州
・
中
国
・
中
部
・
東

北
の
各
地
方
は
特
に
豪
雨
に
よ

る
大
水
の
氾
濫
と
山
崩
れ
に
よ

る
土
積
流
に
よ
っ
て
人
や
車
、

家
ま
で
も
流
さ
れ
て
の
大
被
害

が
出
ま
し
た
。
中
で
も
死
者
、

行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
方
々
も

あ
り
、
痛
恨
の
極
み
で
す
。
衷

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

ば
か
り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
自

然
の
災
害
は
世
界
各
地
で
も
起

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
惨
状

を
見
る
に
つ
け
「
地
球
の
怒

り
」
だ
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
に
、
科
学
の
発
達
は

侵
し
て
は
な
ら
な
い
領
域
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
い
る
よ
う
に
も

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、

人
が
人
を
殺
す
争
い
も
絶
え
ま

せ
ん
。
こ
の
地
球
は
神
仏
の
智

慧
と
慈
悲
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

そ
こ
に
私
達
は
生
か
さ
せ
て
貰

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

西
国
三
十
三
所
の
観
音
霊
場

は
一
千
年
続
い
て
参
拝
が
絶
え

ま
せ
ん
。
ま
さ
し
く
観
音
様
の

お
慈
悲
を
信
じ
感
謝
と
祈
り
を

捧
げ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
の

素
晴
ら
し
い
宗
教
心
で
す
。
花

山
法
皇
の
一
千
年
の
遠
忌
法
要

や
慶
讃
事
業
も
魔
事
な
く
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
益
々

信
仰
を
深
め
、
菩
薩
道
に
努
め

な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
。
在
家

の
菩
薩
道
と
し
て
六
行
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

フ

セ

○
布
施
―「
忘
己
利
他
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
よ
り

も
回
り
の
人
の
事
を
大
事
に

し
ま
し
ょ
う
。

ジ
カ
イ

○
持
戒
―
せ
め
て
五
戒
を
守
り
、

自
分
で
自
分
を
戒
め
ま
し
ょ

う
。

ニ
ン
ニ
ク

○
忍
辱
―
苦
し
い
事
、
つ
ら
い

事
に
も
耐
え
る
強
い
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

シ
ョ
ウ
ジ
ン

○
精
進
―
一
生
懸
命
に
努
力

し
て
、
永
く
続
け
る
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ゼ
ン
ジ
ョ
ウ

○
禅
定
―
時
に
は
一
人
静
か

に
、
心
を
落
ち
着
け
て
考
え

た
り
、
反
省
も
し
ま
し
ょ
う
。

チ

エ

○
智
慧
―
こ
れ
ら
の
事
に
努
め

れ
ば
、
観
音
様
の
心
に
近
い

正
し
い
チ
ヱ
が
授
か
る
で
し

ょ
う
。

こ
れ
ら
は
、
伝
教
大
師
最
澄

上
人
が
、
日
本
国
を
在
家
の
菩

薩
で
う
ず
め
、
浄
仏
国
土
を
作

ろ
う
と
さ
れ
た
大
目
標
達
成
の

為
の
項
目
で
あ
り
、
今
の
社
会

に
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が

心
が
け
る
べ
き
大
切
な
佛
の
教

え
で
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で

も
守
り
実
行
し
た
な
ら
ば
、
素

晴
ら
し
い
日
本
に
な
る
で
し
ょ

う
。「

南
無
観
世
音
菩
薩
」

西
国
第
二
十
七
番

書
寫
山

圓
教
寺

地
球
の
怒
り

山
主

大
樹
孝
啓

西
国
巡
礼
慈
悲
の
道

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp

この「西国巡礼慈悲の道」は、納経の際に１枚ずつ受け取って頂き、表紙をつけると１冊の法話集になります。
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御
本
尊
／
六
臂
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

開
基
／
性
空
上
人

は
る
ば
る
と

の
ぼ
れ
ば
し
ょ
し
ゃ
の

や
ま
お
ろ
し

ま
つ
の
ひ
び
き
も

み
の
り
な
る
ら
ん

観音風光

立
木
観
音
と
も
言
わ
れ
る
生

木
尊
を
直
々
に
参
拝
さ
れ
た
有

名
な
方
が
お
二
人
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
天
禄
元
年
の
性
空
上

人
造
立
以
来
、
秘
仏
と
な
っ
て

い
た
生
木
観
音
を
勅
命
で
開
扉

参
拝
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
。
そ

し
て
弘
安
二
年
後
宇
多
天
皇
の

勅
願
に
よ
っ
て
七
間
四
面
に
改

築
新
装
直
後
の
弘
安
十
年
に
は
、

一
遍
上
人
が
参
詣
さ
れ
、
播
磨

行
脚
は
偏
に
、
如
意
輪
観
音
に

出
合
う
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

主
な
年
中
行
事

一
月
十
八
日

修
正
会
・
鬼
追
い
会
式

（
摩
尼
殿
御
本
尊
御
開
帳
）

二
月
三
日

星
祭
・
節
分
会
豆
ま
き

二
月
八
日

花
山
法
皇
御
忌
法
要

三
月
六
日
正
午
〜
九
日
正
午

法
華
経
不
断
読
誦
会

（
開
山
堂
性
空
上
人
像
御
開
帳
）

三
月
十
日

胎
蔵
界
曼
荼
羅
供

（
開
山
堂
性
空
上
人
像
御
開
帳
）

三
月
彼
岸
中
日

春
季
彼
岸
施
餓
鬼
会

四
月
十
日

開
山
忌
（
開
山
堂
性
空
上
人
像
御
開
帳
）

八
月
九
日

四
万
六
千
日
会

九
月
彼
岸
中
日

秋
季
彼
岸
施
餓
鬼
会

十
二
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日

三
千
仏
礼
拝
行
（
一
般
参
加
可
）

毎
十
日
開
山
性
空
上
人
忌
、
毎
十
八
日
観
音
講
、
毎
二
十
三
日
地
蔵
講

会
、
毎
二
十
八
日
護
摩
供
、
毎
第
三
土
曜
日
坐
禅
会
（
参
加
自
由
・
無

料
）、
奇
数
月
十
六
日
大
般
若
会

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp

西国霊場にご参拝の時は納経帳や白衣を忘れずにご持参ください。2回目以降はご参拝の印として重ねて納経印をいただきましょう。
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西
国
第
二
十
七
番

え
ん
ぎ
ょ
う

じ

書
寫
山

圓
教
寺

天
台
宗
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六根清浄とは
仏法では、衆生の苦悩の原因は心に生じる煩悩から引き起こされるものと解釈しています。その煩
悩を起こす、種々の要因が入ってくる器官を六根と呼びます。「六根」とは、眼・鼻・耳・舌・身・
意（識）の6つの事。目に見える誘惑、聞こえてくるお世辞、鼻先に臭う誘惑、分を知らない貪り、
恥じるべき行動、他人を陥れて自分だけ良くなろうという気持ち。是に惑わされない自分が大切です。
いつも六根を清く保つ事が煩悩の執着から逃れるのに必要なのです。

４ 校

パートⅥ
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